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今年もフクジュソウが厳

寒でも、もう咲いていま

した。（写真は２／３） 

 

 

大変寒い日が続いていますが、お元気でお過ごしでしょうか。２月３日は

節分、２月４日は立春でした。気持ちだけでも明るくなりますね。 

国政では、大軍拡、暮らし、経済など大問題だらけですね。国会では代表

質問が行われ、日本共産党は衆院：志位委員長、参院：小池書記局長が岸田

政権を質し、国民の立場で対案を示しました。（裏面参照） 

４月９日の県会議員選挙は、「上田・小県区」は６名が立候補を表明し、

激戦の見通しです。自民党籍が３名、立憲民主党籍が１名、公明党１名、そ

して日本共産党は現職の高村京子県議です。無所属で出馬されるとしても、

党派選挙の様相です。「戦争だけはないように・・・」の思いを、平和を願

ってぶれずに１００年の歴史を重ねてきた日本共産党へお寄せ下さい。高村

京子県議へのご支援をお願いします。 

 来年度予算案を審議する３月定例上田市議会は、２月１７日から始まりま

す。質問は２/27～3/1 です。今回は会派の代表質問があり、日本共産党は

久保田由夫議員が質問予定です。個別質問もありますので、議員団で相談し

て準備しています。私は、5/8 に「5 類」に引き下げられる新型コロナ感染

症対策、また介護保険・国民健康保険等について、質問したいと考えていま

す。（２／７） 

  

下記の理由で、高村県議を応援しています。(古市順子) 

① 高村さんは２０年間県会議員を務め、看護師・ケアマネ

ージャーの経験を生かして、特に医療・福祉の充実に努

めてきたことです。地域医療体制の充実を求める住民運

動とも協力し、国の地域医療再生計画の指定が実現しま

した。地域医療の充実は、今後も一層必要です。 

② 上田市の福祉・子育て等の充実は、県の施策と大いに関

連していることです。例えば、来年度から上田市もようやく

子どもの医療費無料化を１８歳まで実施しますが、今年

度から県が助成対象を引き上げたことが、上田市をはじ

め多くの自治体の施策を前進させました。学校給食費無

料化も、県が少しでも実施すれば、多くの自治体が取り組

むことができます。 

③ 身近なご要望が寄せられますが県の所管も多くあります。

災害対策の河川改修、道路整備、交通安全対策などで

す。そんな時は、高村県議に段取りしてもらい、建設事務

所や警察署など現地調査をしてもらいます。この４年間で

は、洗馬川改修【写真】傍陽の中村橋橋脚整備、萩の交

通事故現場の安全対策等です。 

④ 県議選は、国政の審判の場でもあるということです。 

日本共産党演説会 弁士：井上さとし参院議員他 

 日時  3 月 3 日（日）14：00～1６：00 

場所  上田創造館 

 

３月定例上田市議会の予定 

２/17     開会日 （趣旨説明） 

２/18     質問通告、請願・陳情 午後３時締切 

2/27～3/1 代表質問、個別質問 

３/３, 6    総務文教委員会、厚生委員会 

３/7, 8     環境建設委員会、産業水道委員会 

３/15     閉会日（委員長報告、質疑、討論、採決） 

＊本会議、委員会の傍聴にお出かけください。 

 

 

 

高村京子さんと春をよぶ 女性のつどい 

日時  ２月１８日（土）1４：０0～15：３0 

場所  上田市勤労者福祉センター ３階 

 石坂千穂元県議も参加します。男性も大歓迎 

１
月
２８
日
、
高
村
県
議
の

街
頭
宣
伝
。
神
科
の
食
彩

館
前
に
て
、
女
性
後
援
会

の
皆
さ
ん
や
、
ふ
る
い
ち

ブ
ロ
ッ
ク
で
、
に
ぎ
や
か
に

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

 

日本共産党演説会 

日時  ３月１１日（土）1４：０0～15：３0 

場所  丸子文化会館 セレスホール 

弁士  井上さとし参院議員、高村県議他 

 

傍
陽
の
中
横
道
区
洗
馬
川
の

改
修
現
場
。
工
事
が
始
ま

り
、
高
村
県
議
と
地
元
の
方

に
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し

た
。( 

令
和
元
年
２
月 

) 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

我
が
家
の
庭
だ
よ
り 

 

１
月
下
旬
は
一
年
中
で
一
番
寒
い
時
期
で
す
ね
。
今

年
は
特
に
大
寒
波
襲
来
で
、
吹
雪
に
も
な
り
ま
し
た
。

そ
の
日
が
ち
ょ
う
ど
１
月
24
日
。
夫
の
命
日
で
し
た
。
丸

５
年
が
経
ち
ま
す
。
あ
の
日
も
雪
が
舞
っ
て
寒
か
っ
た
け

れ
ど
、
今
年
は
吹
雪
い
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
雪
も
積
も

り
ま
し
た
。
夕
方
、
ま
だ
降
っ
て
い
た
の
で
「
も
う
少
し
た

っ
た
ら
雪
か
き
し
よ
う
。
」
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
悪
天

候
に
も
関
わ
ら
ず
、
訪
ね
て
く
だ
さ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

っ
て
、
恐
縮
で
す
。 

 

家
族
で
は
少
し
前
に
夕
食
会
を
行
い
ま
し
た
。
孫
た
ち

が
皆
、
線
香
を
あ
げ
て
「
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
こ
ん
な
に
み
ん
な
大
き
く
な
っ
た
よ
。
」
と
報
告
し
ま

し
た
。
あ
と
は
、
故
人
を
偲
ぶ
と
い
う
よ
り
も
、
い
つ
も
の

と
お
り
賑
や
か
に
過
ご
し
ま
し
た
。
人
が
集
ま
っ
て
楽
し

む
こ
と
を
、
サ
ー
ビ
ス
精
神
旺
盛
で
よ
く
や
っ
て
い
た
夫

で
す
か
ら
、
い
い
供
養
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
、
夫
が
生
涯
を
か
け
て
願
っ
て
い
た
「
平

和
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
世
の
中
」
に
少
し
で
も
近
づ

い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
む
し
ろ
逆
で
は
な
い
か
と
暗

澹
た
る
思
い
も
し
ま
す
。
可
愛
い
孫
た
ち
の
た
め
に
も
、

が
ん
ば
ら
な
く
っ
ち 

ゃ
と
思
っ
た
日
で
も 

あ
り
ま
し
た
。 

１
歳
の
孫
も
、
い
と 

こ
た
ち
と
遊
ん
で
、 

ご
機
嫌
で
し
た
。 

前号からの活動報告 

１/16   上田駅前宣伝 

１/19，20 会派代表者会視察（滋賀県高島市、高岡市）     

１/２１  上小・東御生活と健康を守る会昼食交流会 

      古市ブロックスタンディング宣伝 

１/2３  上田地域市町村議員研修会   

１/24   高村県議と上田消防本部訪問(救急搬送の件) 

1/２７  会派代表者会    竹室区代議員会 

1/２8  高村県議と街頭宣伝【神科・真田他】 

1/29  上小地区民主団体合同旗開き 

１/30  上田駅前宣伝 

２/ 3  山家神社節分祭   上小地区保育後援会 

これからの予定（２/３現在） 

２/ 4  古市ブロックスタンディング宣伝 

２/ 6  上田市東御市真田共有財産組合議会 

２/ 8  市町村議会議員研修会  全県党議員会議 

２/ 9  環境建設委員会協議会 

２/１０  会派代表者会 

２/１1  古市ブロックスタンディング宣伝 

２/１2  高村県議事務所開き  高村さんを囲むつどい 

２/１3  上田駅前宣伝  生健会理事会 

２/１５  議員の学校 (オンライン研修) 

 

日本共産党の代表質問【衆院、参院】から抜粋 

〇物価高騰―暮らしを立て直す 

・政治の責任で、賃上げを・・・大企業の内部留保に時限的課

税を行い、中小企業の賃上げ支援に充てる。最低賃金を時

給１５００円に引き上げる。 

・消費税５％への緊急減税と、インボイス導入中止を 

〇子育て支援・・・教育費の負担を減らせ 

・高学費、貧しい奨学金制度、給食費負担の解決を 

・保育士の配置基準の見直し、処遇改善を進めるべき 

〇コロナ５類化は責任放棄・・・医療体制の抜本的強化を 

・急性期ベッドの削減計画を中止し、危機に対して余裕ある強

靭な医療体制を 

〇原発回帰への大転換 

・首相は脱炭素を原発回帰の口実にしているが、事故を起こ

すと最悪の環境破壊を引き起こす。原発ゼロの決断こそ、

脱炭素を進める道である。 

〇敵基地攻撃能力と大軍拡 

・岸田政権が昨年１２月に閣議決定した「安保３文書」は、「反

撃能力」の名で敵基地攻撃能力を保有し、５年間で４３兆

円という空前の大軍拡に踏み出そうとするものです。敵基地

攻撃能力保有は、憲法に照らして許されるのか。志位委員

長は１/３１の予算委員会でも追及しました。かつて政府は

「平生から他国を攻撃するような、攻撃的な脅威を与えるよ

うな兵器を持っているという事は、憲法の趣旨とするところで

はない。」【１９５９年３/１９伊能繁次郎防衛庁長官＝当時】

と答弁しています。岸田首相は憲法解釈を「変更していな

い」としています。「専守防衛」について田中角栄首相(当時)

は「防衛上の必要からも相手の基地を攻撃することなく、も

っぱら我が国土及び周辺において防衛を行う」と答弁してい

ます。【１９７２年 10/31】 

１
月

１５
日
、
本
原
分
団
の
出

初
式
。
機
具
点
検
の
写
真
。
挨

拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

２
月
３
日
、
山
家
神
社
の

節
分
祭
。
翁
が
「
天
下
泰

平
、
天
下
泰
平
」
と
言
っ

て
鬼
を
追
い
払
い
ま
す
。 

 

 

 

１
月
２９
日
、
上
小
地
区
民
主

団
体
旗
開
き
。
滝
澤
修
一
弁

護
士
の
「
日
本
国
憲
法
の
行

方
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

 


